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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

　以前何度か小原地区
のボランティアに参加
していました。その関
係から、NPO法人小原
ECOプロジェクトから
要請され、今年の4月か

ら協議会事務局として働いています。北谷には
豊かな自然が残っていて、ふるさとの原風景が
ここにあります。また、ここで暮らす人たちの
人間性も素晴らしいと思います。
　現実的には過疎が進行し、現状維持で精一杯
ですが、今後の方向性を探っているところです。
　新しいコミュニティセンターの完成に期待し
ています。

　２年前に都市農村交
流員として福井県に来
て、いろいろな地区で
エコツーリズムなどの
活動をしてきました。
そのときに小原ECOプ

ロジェクトの活動に参加し、その考え方に共感
したことで、昨年の秋から協議会事務局として
働いています。豊かな勝山の自然の風景を残し
つつ、地区外の人と交流を深めていくという小
原ECOプロジェクトの考え方に共感しました。
　今後はコミュニティセンターが完成し、地域
おこしの拠点となります。そこでどんな活動が
できるのか考えていきたいと思います。

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

加 藤 義 一 さん（32）
＝埼玉県出身＝

松本 かおり さん（26）
＝兵庫県出身＝

北谷町に新たなパワーを！
　北谷地区活性化・再生に向けた協議会の事務局として、県外から２名の若者が活動していま
す。その抱負などについてご紹介します。
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　８月31日に勝山市制施行60周年を祝う前夜祭
が市民会館大ホールで開催されました。
　第１部として「地域芸能の競演」、第２部は中
尾彬・池波志乃夫妻と山岸市長のステージ対談
が行われ、約600名の観衆が前夜祭を楽しみま
した。

勝山市制60周年勝山市制60周年

前夜祭前夜祭 盛大に開催！ 盛大に開催！

第１部
「地域芸能の競演」

① 勝山高校日本文化部の若さあ
ふれる演奏

② ③野向町大日太鼓のキレのあ
る演奏と、ベテランの息の合っ
た演奏

④ 特別ゲストの川畑さおりさん
（鹿児島県喜界島）による「奄
美の島唄」が聴衆を魅了

⑤ ⑥勝山左義長ばやし保存会に
よる圧巻の演奏

第２部　かつやま大使＆山岸市長ステージ対談

勝山の食や、ふるさとについて、終始なごやか
で笑顔の絶えない対談でした勝ち山“おろしそば大使”の中尾彬・池波志乃夫妻と対談

①

②②

③③

⑤⑤

⑥⑥④④
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①①

③③

②②

④④

勝
山
市
が
誕
生
し
て
か
ら
60
年

市
制
60
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

■
厳
粛
に
開
催

　

昭
和
29
年
９
月
１
日
に
１
町

８
ヶ
村
が
合
併
し
現
在
の
勝
山
市

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
合
併
か
ら
60
年
目
に
あ

た
り
、
市
制
施
行
日
の
９
月
１
日

に
記
念
式
典
が
厳
粛
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
に
は
来
賓
や
関
係
者
、
一

般
市
民
の
方
な
ど
約
４
５
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
式
辞
の
中
で
、「
市

民
が
ふ
る
さ
と
を
思
う
熱
意
と
努

力
が
原
動
力
と
な
り
、
勝
山
市
を

発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
市
民
力
、
地
域
力
を
さ
ら
に

高
め
、
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光

る
誇
り
と
活
力
に
満
ち
た
、
ふ
る

さ
と
勝
山
を
実
現
し
て
い
き
ま

す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
市
政
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
36
の
個
人
・
団
体
（
４
・
５
Ｐ

参
照
）
が
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
市

が
委
嘱
し
て
い
る
「
か
つ
や
ま
大

使
」
全
11
組
か
ら
お
祝
い
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
合
唱
団
「
か
が
や

き
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
勝
山
市

①
特
別
表
彰
の
様
子

② 

東
京
奥
越
経
済
同
友
会
よ
り
ゆ
め

お
ー
れ
勝
山
へ
展
示
用
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

③ 

市
民
合
唱
団
「
か
が
や
き
」
に
よ

る
勝
山
の
歌
披
露

④ 

か
つ
や
ま
大
使
の
皆
さ
ん
か
ら
の

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
上
映

制
祝
賀
の
歌
」
な
ど
４
曲
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
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坂　

井　

芳　

子
（
81
）

＝
平
泉
寺
町
大
渡
＝

　

食
生
活
改
善
推
進
員
、
保
健
推

進
員
の
活
動
を
通
じ
保
健
行
政
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
た

鳥　

山　

玲　

子
（
77
）

　

＝
若
猪
野
＝

　

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動
を

通
じ
保
健
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
た

横　

山　

久　

子
（
77
）

＝
荒
土
町
別
所
＝

　

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動
を

通
じ
保
健
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
た

山　

口　

久　

子
（
72
）

＝
野
向
町
牛
ヶ
谷
＝

　

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動
を

通
じ
保
健
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
た

産
業
功
労

玉　

木　
　
　

護
（
75
）

＝
本
町
１
＝

　

商
工
会
議
所
議
員
の
活
動
を
通

じ
商
工
業
の
発
展
と
地
域
振
興
に

寄
与
さ
れ
た

酒　

井　

龍　

治
（
74
）

＝
旭
町
２
＝

　

商
工
会
議
所
議
員
の
活
動
を
通

じ
商
工
業
の
発
展
と
地
域
振
興
に

寄
与
さ
れ
た

鷲　

田　

政　

憲
（
67
）

　

＝
芳
野
町
１
＝

　

商
工
会
議
所
議
員
の
活
動
を
通

じ
商
工
業
の
発
展
と
地
域
振
興
に

寄
与
さ
れ
た

福　

田　
　
　

稔
（
78
）

＝
平
泉
寺
町
赤
尾
＝

　

土
地
改
良
区
の
活
動
を
通
じ
農

業
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た

社
会
公
益
功
労

加　

藤　

敏　

彦
（
69
）＝

片
瀬
＝

　

長
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
園
児
の
収
穫
体
験
活
動
に
寄
与

さ
れ
た

消
防
・
交
通
功
労

久　

保　

金　

喜
（
66
）

＝
本
町
４
＝

　

消
防
団
、
交
通
指
導
員
の
活
動

を
通
じ
市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与

さ
れ
た

乾　
　
　

一　

朗
（
67
）

＝
平
泉
寺
町
平
泉
寺
＝

　

消
防
団
の
活
動
を
通
じ
市
民
生

活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

中　

村　

雅　

彦
（
61
）

＝
立
川
町
１
＝

　

消
防
団
の
活
動
を
通
じ
市
民
生

活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

大
山
口　

喜　

平
（
79
）

＝
北
谷
町
木
根
橋
＝

　

交
通
安
全
協
会
の
活
動
を
通
じ

市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

藤　

田　

昌　

秀
（
77
）

＝
昭
和
町
１
＝

　

交
通
安
全
協
会
の
活
動
を
通
じ

市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

木
戸
口　

勝　

男
（
72
）

＝
長
山
町
２
＝

　

交
通
指
導
員
と
し
て
市
民
生
活

の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

松　

山　

安　

江
（
60
）

＝
遅
羽
町
比
島
＝

　

交
通
指
導
員
と
し
て
市
民
生
活

の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

加　

藤　

富　

治
（
72
）

＝
平
泉
寺
町
平
泉
寺
＝

　

交
通
指
導
員
と
し
て
市
民
生
活

の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

川　

島　
　
　

実
（
61
）

＝
立
川
町
１
＝

　

交
通
指
導
員
と
し
て
市
民
生
活

の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

教
育
・
文
化
功
労

小　

林　

則　

夫
（
79
）

＝
昭
和
町
３
＝

　

自
然
環
境
調
査
、
自
然
観
察
活

動
を
通
じ
自
然
環
境
保
全
の
推
進

に
寄
与
さ
れ
た

荒　

井　

敏　

子
（
84
）

＝
元
町
１
＝

　

文
化
協
会
の
活
動
を
通
じ
文
化

の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

丸　

屋　

仁　

志
（
76
）

＝
本
町
２
＝

　

勝
山
左
義
長
ま
つ
り
実
行
委
員

会
の
活
動
を
通
じ
勝
山
左
義
長
の

発
展
、
勝
山
の
伝
統
文
化
伝
承
に

寄
与
さ
れ
た

勝
山
左
義
長
ば
や
し
保
存
会

　

勝
山
左
義
長
ば
や
し
の
県
内
外

で
の
公
演
、
講
習
会
を
通
じ
勝
山

左
義
長
の
発
展
、
伝
承
に
寄
与
さ

れ
た

土　

井　

博　

美
（
66
）

＝
野
向
町
龍
谷
＝

　

竜
神
子
供
太
鼓
の
設
立
、
子
ど

も
の
指
導
育
成
活
動
を
通
じ
地
域

振
興
に
寄
与
さ
れ
た

今　

井　

三　

幸
（
64
）

＝
野
向
町
龍
谷
＝

　

大
日
太
鼓
の
設
立
、
指
導
、
県

内
外
で
の
公
演
活
動
を
通
じ
地
域

振
興
に
寄
与
さ
れ
た

特
別
功
労

前　

園　

泰　

徳
（
42
）

＝
長
山
町
２
＝

　

勝
山
市
環
境
保
全
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
自
然
環
境
の
保

全
、
環
境
教
育
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
た

山　

口　
　
　

茜
（
17
）

＝
平
泉
寺
町
小
矢
谷
＝

　

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
オ
ー
プ
ン
ジ
ャ
パ

ン
、世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
な
ど
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
世
界
大
会
で
数

多
く
の
優
勝
を
収
め
た
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市政功労者特別表彰市政功労者特別表彰

　

表
彰
者
一
覧

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

地
方
自
治
功
労

北　

山　

謙　

治
（
75
）

＝
沢
町
１
＝

　

市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

松　

山　

保　

雄
（
76
）

＝
若
猪
野
＝

　

副
市
長
、
収
入
役
と
し
て
市
政

の
伸
張
、
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

日　

谷　

新　

一
（
80
）

＝
荒
土
町
細
野
＝

　

区
長
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ
た

村　

井　

輝　

義
（
76
）

＝
芳
野
町
１
＝

　

統
計
調
査
員
の
活
動
を
通
じ
統

計
調
査
の
住
民
意
識
の
高
揚
に
寄

与
さ
れ
た

横　

井　

秀　

則
（
67
）

＝
北
郷
町
坂
東
島
＝

　

統
計
調
査
員
の
活
動
を
通
じ
統

計
調
査
の
住
民
意
識
の
高
揚
に
寄

与
さ
れ
た

大　

道　

秀　

雄
（
88
）

＝
沢
町
２
＝

　

統
計
調
査
員
の
活
動
を
通
じ
統

計
調
査
の
住
民
意
識
の
高
揚
に
寄

与
さ
れ
た

勝
山
市
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会

　

消
費
者
に
対
す
る
啓
発
・
広
報

活
動
を
通
じ
賢
い
消
費
者
育
成
に

寄
与
さ
れ
た

福
祉
・
保
健
功
労

石　

井　

捷　

子
（
75
）

＝
北
谷
町
中
尾
＝

　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
を

通
じ
福
祉
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
た

松　

村　

信　

子
（
72
）

＝
長
山
町
２
＝

　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
を

通
じ
福
祉
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
た

天　

立　

宣　

子
（
72
）

＝
元
町
１
＝

　

赤
十
字
奉
仕
団
の
活
動
を
通
じ

福
祉
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
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第第
22
回
ダ
イ
ノ
ソ
ニ
ッ
ク

回
ダ
イ
ノ
ソ
ニ
ッ
ク

　

今
回
は
勝
山
市
恐
竜
大
使
の

「
東
京
女
子
流
」
と
、
同
じ
エ
イ

ベ
ッ
ク
ス
系
列
所
属
の
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
「
Ｇ
Ｅ
Ｍ
」
を
筆
頭
に
、

福
井
で
活
動
す
る
「
せ
の
し
す

た
ぁ
」
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
で

活
躍
中
の
ロ
ー
カ
ル
ア
イ
ド
ル
グ

ル
ー
プ
が
一
同
に
介
し
、
市
民
会

館
ス
テ
ー
ジ
と
、
中
央
公
園
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
白
熱
の
ラ
イ
ブ
を
行

い
ま
し
た
。
お
目
当
て
の
グ
ル
ー

プ
の
応
援
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
集

ま
り
ま
し
た
。

第２回ダイノソニッ
ク

（８月23日）

東京女子流（勝山市恐竜大使）東京女子流（勝山市恐竜大使）

ストリートでのパフォーマンスダンスバトルちびっ子ダンサーたち

ＧＥＭＧＥＭ

せのしすたぁ＆アミーガスせのしすたぁ＆アミーガスファンとの交流ファンとの交流野外ステージ野外ステージ

遊
舞
っ
さ

遊
舞
っ
さ
1010

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
た
ダ
ン
ス
イ
ベ

ン
ト
「
遊
舞
っ
さ
」。

　

年
々
規
模
が
拡
大
し
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が
集
ま
っ
て
熱
い
ダ

ン
ス
バ
ト
ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
知
名
度
の
高
い
ダ
ン
サ
ー
や

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
も
参
加
し
て
い
て
、
熱
い

視
線
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

遊舞っさ10
（８月24日）

広報かつやま9月号 №718 　　 6

今
年
も
盛
大
に
！

年
も
盛
大

年
も
盛
大
に

勝
ち
山

勝
ち
山
夏夏
物
語
物
語  

開
催
！

開
催
！

か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ

か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ

２
０
１
４

２
０
１
４

　

今
年
で
13
回
目
を
迎
え
た
今
回

は
、12
チ
ー
ム
（
市
内
5
チ
ー
ム
）

が
参
加
し
、
元
禄
線
の
２
ス
テ
ー

ジ
と
、
ゆ
め
お
ー
れ
ス
テ
ー
ジ
で

熱
い
演
舞
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

今
回
は
昨
年
の
福
井
市
の
ヨ
サ
コ

イ
イ
ッ
チ
ョ
ラ
イ
で
上
位
入
賞
し

た
３
チ
ー
ム
を
招
待
し
、
迫
力
の

演
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

◆
審
査
結
果

グ
ラ
ン
プ
リ

 

・
フ
ォ
ー
ス
リ
ー
カ
モ
ン
ズ
★

準
グ
ラ
ン
プ
リ

 

・
極
舞
人
（
ご
く
ぶ
と
）

３　

位

 

・
鹿
谷
童
子

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
賞

 

・
フ
ォ
ー
ス
リ
ー
カ
モ
ン
ズ
★

ち
ゃ
ま
ご
ん
賞

 

・
鹿
谷
童
子

キ
ラ
リ
・
か
ち
や
ま
賞

 

・
チ
ー
ム
・
ザ
・

夏
K
A
舞
B
U
喜
K
I

市
制
60
周
年
記
念
賞

 

・
西
の
子
天
守　

絆

かちやまワッショイ
2014

（８月14日）

グランプリ　フォースリーカモンズ★グランプリ　フォースリーカモンズ★

鹿谷童子鹿谷童子

チーム・ザ・夏KA舞BU喜KIチーム・ザ・夏KA舞BU喜KI

酔・舞・心酔・舞・心 輝楽☆喜来輝楽☆喜来 西の子天守　絆西の子天守　絆
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か
つ
や
ま
の
〝
逸
品
〞
を
開
発
し
ま
し
た
！

〜
か
つ
や
ま
逸
品
開
発
・
販
路
開
拓
事
業
の
成
果
報
告
〜

　

平
成
25
年
度
に
開
発
・
販
路
開

拓
さ
れ
た
か
つ
や
ま
の
新
た
な
逸

品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

か
つ
や
ま
逸
品
開
発
・
販
路
開
拓

事
業
と
は

　

勝
山
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し

た
商
品
の
開
発
や
販
路
開
拓
を
市

が
支
援
す
る
事
業
で
す
。

補
助
率
▼
80
％
以
内（上

限
50
万
円
）

　
問　

農
業
政
策
課（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６

開発者 商品名 取扱店

（農）かたせ
・豊年ばやし
　（コシヒカリ）
・勝山片瀬大仏里芋

各種イベント
ネット販売

小原ECO
プロジェクト ・キタダニ弁当 注文販売

米粉クラブ

・やさしいすうぷ
・ぷちぷちしふぉん
・水菜しふぉん
・ぐりーんくれーぷ
・かわり餃子
・煮込みハンバーグ

各種イベント

キタダニ弁当

勝山片瀬大仏里芋（パッケージ開発）

　

８
月
６
日
か
ら
、
新

し
い
国
際
交
流
員
と
し
て
ナ
ン

シ
ー
・
サ
ト
ウ
さ
ん
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

ナ
ン
シ
ー
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
出
身

で
、
日
本
の
制
度
を
利
用
し
て
国

際
交
流
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

ナ
ン
シ
ー
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

■
日
本
に
来
た
い
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
？

　

両
親
と
も
日
本
出
身
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
学
生
時
代
と

卒
業
後
半
年
く
ら
い
日
本
企
業
で

働
い
て
い
て
、
そ
の
時
か
ら
日
本

で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

■
勝
山
の
印
象
は
？

　

思
っ
た
よ
り
広
く
感
じ
ま
す
。

小
さ
な
お
店
が
多
い
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

　

最
近
は
急
に
朝
が
寒
く
な
っ
て

び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
冬
に
は

雪
が
降
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

雪
を
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
の

で
、
ち
ょ
っ
と
不
安
で
す
。

■
仕
事
で
取
り
組
み
た
いこ

と
は
？

　

子
ど
も
が
好
き
な
の
で
、
英
会

話
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
で
交
流
し
た

い
で
す
。
11
月
末
に
サ
ン
ク
ス
ギ

ビ
ン
グ
デ
イ
（
感
謝
祭
）
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
す
る
予
定
で
す
。

■
勝
山
で
や
り
た
い
こ
と
は
？

　

ハ
イ
キ
ン
グ
（
山
歩
き
）
が
大

好
き
な
の
で
、
近
く
の
山
を
登
り

た
い
で
す
。
ま
だ
ど
ん
な
山
が
あ

る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、

山
に
詳
し
い
方
や
、
山
歩
き
の
好

き
な
方
は
、
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
国
際
交
流
員
の
ご
紹
介

新新新
国国国国
際際際際
交交交交
流流流流
員員員員員
ののの
ごごご
紹紹紹紹
介介介

しま衆際話■と卒働た■小まび雪雪■

自席にて

こんにちは！

臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

８
月
21
日
に
臨
時
市
議
会
が
開

か
れ
、
２
件
の
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
決
ま
っ
た
内
容

• 

北
郷
小
学
校
本
館
ほ
か
耐
震
補

強
・
改
修
工
事
（
建
築
工
事
）

１
期
及
び
北
郷
小
学
校
本
館
ほ

か
耐
震
補
強
・
改
修
工
事
（
建

築
工
事
）
２
期
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

• 

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
購
入
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　

英
会
話
教
室
の
時
間
を
左
記

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。
開
始

時
間
か
ら
遅
れ
て
参
加
も
可
能

で
す
。

毎
週
月
曜　

午
後
７
時
〜
８
時
半

※
祝
日
の
場
合
は
休
講
し
ま
す

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
は

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
は

県
内
の
市
町
で
購
入
を

県
内
の
市
町
で
購
入
を

　

新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
オ
ー
タ

ム
ジ
ャ
ン
ボ
（
１
等
・
前
後
賞
合

わ
せ
て
３
億
９
千
万
円
）
の
収
益

金
は
、
市
や
町
の
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

県
内
の
市
町
に
あ
る
宝
く
じ
売
り

場
で
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

発売期間
　9月19日(金) ～
　　10月10日(金)
売り切れしだい
　　　　発売終了!
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第2回勝山まちなか
ストリートフェス
（８月23日・24日

）第第
22
回
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス

回
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス

　

勝
山
サ
ン
プ
ラ
ザ
主
催
の
ス
ト

リ
ー
ト
フ
ェ
ス
が
昨
年
に
引
き
続

き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
幕
に
際

し
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
正
面
玄
関
横
と

２
階
に
巨
大
な
３
Ｄ
ア
ー
ト
が
設

置
さ
れ
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
園
周
辺
で
は
勝
山
の
美

味
い
も
ん
を
扱
う
屋
台
と
ピ
ザ
な

ど
の
移
動
販
売
車
が
来
ま
し
た
。

他
に
も
ヤ
ギ
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

や
馬
に
乗
れ
る
コ
ー
ナ
ー
、
サ
ウ

ル
コ
ス
福
井
の
選
手
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
教
室
な
ど
が
あ
り
、
ダ
イ
ノ

ソ
ニ
ッ
ク
、
遊
舞
っ
さ
と
連
動
し

て
、
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
し
た
。

トゥクトゥクトゥクトゥク ヤギさんのふれあいコーナーヤギさんのふれあいコーナー サウルコス福井のサッカー教室サウルコス福井のサッカー教室

乗馬体験乗馬体験

３Ｄアート（絵です！）３Ｄアート（絵です！）

巨大ベンチ巨大ベンチ屋台いろいろ屋台いろいろ

8/7　勝山音楽大使　浜崎容子さん
ディナーショー

8/16越前大仏ノルディック
ウォーク

8/16・17　ゆめおーれ市民
ふれあいステージ

8/27 陸上自衛隊第10音楽隊
コンサート8/15納涼花火大会8/15納涼花火大会

その他イベント
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■
救
急
医
療
の
現
場
よ
り

　

福
井
勝
山
総
合
病
院
は
、
二
次
救
急
病

院
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
入
院
が
必
要
な

重
症
患
者
様
の
時
間
外
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
よ
り
重
症
な
患
者
様
を
治
療
す
る

三
次
救
急
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
は
、

救
急
医
が
配
置
さ
れ
、
交
替
制
で
通
常
勤

務
し
て
い
ま
す
が
、
二
次
救
急
医
療
機
関

に
は
救
急
医
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
多
く
、
当
院
で
も
、
救
急
医
で
は
な

い
医
師
が
当
番
制
で
時
間
外
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

当
院
の
役
割
と
し
て
、
救
急
医
療
は
皆

様
に
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
充
実
に
日

夜
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
医
師

が
頑
張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど
時
間
外
救
急
患

者
数
は
増
加
し
、
今
の
体
制
で
救
急
医
療

を
行
う
に
は
法
的
制
限
も
あ
り
、
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
当
直
医
は
、
通

常
勤
務
を
行
っ
た
後
に
、
時
間
外
救
急
患

者
の
診
療
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
翌
日

に
は
、
通
常
の
外
来
診
療
を
行
い
ま
す
の

で
、
現
状
、
医
師
の
負
担
が
非
常
に
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

■「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

時
間
外
の
受
診
に
つ
い
て
、
数
日
前
か

ら
症
状
が
あ
り
、
診
療
時
間
内
で
も
受
診

可
能
な
方
や
、
翌
日
の
時
間
内
に
受
診
さ

れ
て
も
良
い
よ
う
な
軽
症
の
方
の
受
診
、

い
わ
ゆ
る「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
仕
事
を
休
ん
で
ま

で
日
中
受
診
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
、

仕
事
を
終
え
た
時
間
外
に
受
診
さ
れ
る
方

が
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
夜
中
に
虫
に
刺

さ
れ
た
だ
け
で
受
診
さ
れ
る
方
や
、
仕
事

に
行
く
前
に
受
診
し
た
い
と
早
朝
に
受
診

さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
受
診

は
重
症
患
者
様
の
治
療
に
支
障
を
き
た
し

ま
す
し
、
医
師
の
疲
弊
を
助
長
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

時
間
外
は
、
検
査
も
十
分
行
え
ま
せ
ん

し
、
重
症
の
方
が
来
ら
れ
る
と
、
軽
症
の

方
に
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
限
り
日
中
の
時
間
内
に

受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

奥
越
地
域
で
安
心
し
て
救
急
医
療
を
受

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
日
夜
努
力
し
て
お

り
ま
す
が
、
救
急
医
療
を
守
る
た
め
に
は

皆
様
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
ま
ず
は
、

日
中
の
診
療
時
間
内
に「
か
か
り
つ
け
医
」

を
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
救
急
の
現
場
よ
り

　

軽
症
な
の
に
救
急
車
を
利
用
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
救
急
車
の
出
動
件
数
が
全
国

的
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

命
に
か
か
わ
る
緊
急
を
要
す
る
人
へ
の
対

応
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
救
命
率
に

も
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

勝
山
市
で
も
救
急
出
動
件
数
が
10
年
前

と
比
較
し
て
25
％
（
２
１
０
人
）
増
加
し

て
お
り
、
今
年
は
す
で
に
前
年
比
で
約
50

件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
救
急
隊
員
や
救
急
車
の
数
は

変
わ
ら
な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
救
急
出
動

件
数
が
増
加
す
る
と
非
常
に
厳
し
い
状
況

と
な
り
ま
す
。

　

救
急
件
数
増
加
の
主
な
要
因
は
、
軽
い

症
状
の
方
の
救
急
要
請
で
す
。
救
急
搬
送

さ
れ
た
人
の
約
半
数
は
入
院
を
要
し
な
い

軽
症
者
で
す
。
そ
し
て
、「
交
通
手
段
が

な
い
」「
ど
こ
の
病
院
に
い
け
ば
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
」「
救
急
車
を
呼
ぶ
と
早
く

診
て
も
ら
え
る
」
な
ど
、
本
来
な
ら
救
急

出
動
対
象
外
の
利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
救
急
車
は
タ
ク
シ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

救
急
搬
送
件
数
の
増
加
に
よ
り
、
市
内

医
療
機
関
で
の
受
け
入
れ
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
市
外
へ
の
搬
送
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
本
当
に
必
要

な
と
き
に
利
用
で
き
な
い
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
か
か
り
つ
け

医
を
持
ち
、
な
る
べ
く
診
療
時
間
内
に
医

療
機
関
を
受
診
し
、
い
つ
も
と
違
う
症
状

（
胸
痛
、突
然
の
頭
痛
、意
識
が
な
い
な
ど
）

の
時
に
救
急
車
を
利
用
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
決
し
て
、
タ
ク
シ
ー
代
わ

り
に
救
急
車
を
利
用
し
な
い
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
医
療
を
維
持
す
る
た
め
に
ご
協
力
を
！

本
当
に
必
要
な
ケ
ー
ス
の
た
め
に

救
急
車
の
利
用
方
法
を
守
っ
て
！

JCHO福井勝山総合病院
兜　正則院長

勝山市消防本部
袖川　正幸 救急救命士
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知
っ
て
い
ま
す
か　

救
急
医
療
の
現
状

知
っ
て
い
ま
す
か　

救
急
医
療
の
現
状

〜
あ
な
た
の
行
動
が
救
急
医
療
を
守
り
ま
す
〜

■
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の
弊
害

　

休
日
や
夜
間
の
時
間
帯
に
軽
症

な
の
に
救
急
外
来
に
来
る
緊
急
性

の
な
い
受
診
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン

ビ
ニ
受
診
」
が
全
国
的
に
急
激
に

増
え
て
い
ま
す
。

　

救
急
医
療
の
現
場
で
は
、〝
重

症
患
者
に
十
分
対
応
が
で
き
な

い
〞、〝
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
る
〞、

〝
医
師
の
疲
弊
を
助
長
す
る
〞、〝
救

急
車
を
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
使

う
〞な
ど
の
問
題
が
起
き
て
お
り
、

勝
山
市
で
も
全
く
同
じ
状
況
が
起

き
て
い
ま
す
。

■
福
井
県
の
状
況

　

平
成
24
年
の
救
急
車
で
搬
送
さ

れ
た
患
者
を
、
病
気
の
程
度
別
に

み
る
と
、
軽
症
者
の
割
合
は
全
国

で
50
・
４
％
、
福
井
県
で
37
・
６
％

（
９
７
０
５
件
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
井
県
で
は
平
成
20
年

に
は
３
１
０
３
件
の
救
急
搬
送
数

が
、
平
成
24
年
に
は
３
５
５
６
件

と
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に

軽
症
で
も
救
急
外
来
へ
直
接
受
診

さ
れ
る
方
も
い
る
の
で
、
救
急
外

来
の
軽
症
者
の
割
合
は
さ
ら
に
高

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
勝
山
市
の
状
況

　

勝
山
市
で
は
、
救
急
車
の
出
動

件
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平

成
21
年
の
６
９
４
件
か
ら
平
成
25

年
に
は
８
２
３
件
（
１
日
平
均
2.3

回
出
動
）
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

福
井
勝
山
総
合
病
院
の
時
間
外
受

診
状
況
は
、
平
成
25
年
度
は
特
に

夜
間
の
受
診
者
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
勝
山
市
も
全
国

と
同
じ
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
状
況
が
続
く
と
救
急
医

療
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

勝
山
市
の
救
急
医
療
を
守
る
た

め
に
市
民
一
人
一
人
が
次
の
こ
と

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

救
急
医
療
受
診
の
ル
ー
ル

①
出
来
る
限
り
日
中
に
受
診

　

夜
間
・
休
日
の
救
急
医
療
は
、

日
中
に
受
診
で
き
な
い
場
合
の
夜

間
診
療
所
で
は
な
く
、
突
然
発
症

し
た
病
気
や
容
態
が
急
変
し
た
救

急
患
者
の
応
急
処
置
を
行
う
た
め

の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
専
門
医
に
よ
る
診
療
で

は
な
く
、
限
ら
れ
た
医
療
ス
タ
ッ

フ
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
普
段

か
ら
か
か
り
つ
け
医
に
よ
く
相
談

し
、
具
合
が
悪
い
と
感
じ
た
ら
で

き
る
だ
け
早
め
に
日
中
の
診
療
時

間
内
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

②
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む

　

二
次
救
急
医
療
機
関
（
福
井
勝

山
総
合
病
院
、
芳
野
医
院
、
木
下

医
院
）
で
担
当
し
た
医
師
が
重
症

と
判
断
し
さ
ら
に
詳
し
い
検
査
や

処
置
が
必
要
な
場
合
は
三
次
救
急

の
専
門
医
（
県
立
病
院
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
）
へ
紹
介
し
受
診
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
お
子
さ
ん
の
夜
間
急
病
時
は

　

救
急
医
療
機
関
へ
行
く
べ
き
か

ど
う
か
判
断
に
迷
っ
た
場
合
は
、

♯
８
０
０
０
「
子
ど
も
救
急
医
療

電
話
相
談
」を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
利
用
に
つ
い
て

　

緊
急
性
が
な
い
場
合
は
、
日
中

の
診
療
時
間
内
に
自
家
用
車
や
タ

ク
シ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
医
療
機

関
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

た
だ
し
、
明
ら
か
に
緊
急
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
症
状
の
場
合
は
、

た
め
ら
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

福井勝山総合病院の
時間外救急外来受診者状況（H23～ 25年度）

H23 H24 H25

夜間 2,686人 2,532人 2,937人

休日・祝日
の昼間

2,580人 2,516人 2,214人

計 5,266人 5,048人 5,151人

救急患者の病気の程度別救急搬送状況（H24）

勝山市の救急出動件数（H21～ 25年度）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

福
井
県

全
国

■軽症

■中等度

■重症

■死亡

37.6 44.9 15.6

1.9

50.4 38.9 9.1

1.6

600

650

700

750

800

850

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

694

738

789
825825 823823

（総務省、消防庁の統計より）



13 　　 広報かつやま9月号 №718

勝山市はがん検診を勝山市はがん検診を
無料で実施しています無料で実施しています

９月はがん征圧月間です

　勝山市では、がんの早期発見、早期治療
を目的に無料でがん検診を実施しています。
検診をご希望の方で、受診票をお持ちでな
い方は下記までお申し込みください。
対　　象▶40歳以上の勝山市民
　　　　　（子宮頸がんは20歳以上）
項　　目▶ 胃がん・肺がん・大腸がん・子

宮頸がん・乳がん（子宮頸がん・
乳がん検診は2年に1回）

実施期間▶平成27年1月31日まで

申・問　健康長寿課（すこやか内）
　　　　☎87 ｰ 0888

　

40
歳
に
な
り
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診

を
受
け
る
よ
う
に
市
か
ら
通
知
が
来
ま
し

た
。
特
定
健
診
は
１
３
０
０
円
、
が
ん
検

診
は
無
料
で
受
け
ら
れ
る
の
は
、
市
か
ら

の
補
助
が
あ
っ
て
の
事
な
の
で
、
受
け
な

い
と
も
っ
た
い
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
と

１
年
に
１
回
は
自
分
の
身
体
の
状
態
を

知
っ
て
お
き
た
い
と
い
う
思
い
で
毎
年
受

け
て
い
て
、
家
族

全
員
、
受
け
る
こ

と
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
を
受

け
て
、
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
ら
怖
い
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
怖
い
と
い

う
よ
り
も
、
が
ん
は
早
期
発
見
で
き
れ
ば

治
癒
率
が
高
い
の
で
、
早
期
発
見
の
た
め

に
受
け
よ
う
と
い
う
思
い
と
、
が
ん
検
診

を
や
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
が
ん
検
診
で
精
密

検
査
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

も
し
悪
い
結
果
が
出
た
と
し
て
も
そ
の
時

点
で
見
つ
か
っ
た
こ
と
は
良
い
こ
と
な
の

で
、
精
密
検
査
の
通
知
が
来
た
ら
必
ず
受

け
る
と
思
い
ま
す
。

が
ん
検
診
を
受
け
て　
　

道
関　

峰
次
さ
ん　
（
43
）　

＝
元
町
１
＝

　過去10年以内の納め忘れた保険料を納付でき
る「後納制度」をご存知ですか。後納の受付は平
成27年9月までです。お早めにご相談ください。
　過去の保険料を納めると、将来の年金額を増や
したり、受給権を取得したりすることができます。

　保険料の免除・猶予などを受けた期間がある場
合、全額納めた方よりも老齢基礎年金の受給額が
少なくなります。
　免除などを受けた期間は、10年以内であれば
遡って納めること（追納）ができます。詳しくは、
下記までご相談ください。

　これまでの年金記録や納付記録が確認できる
「ねんきんネット」の記録を市民課窓口にて発
行します。後納や追納をお考えの方、年金記録
が気になる方は、是非ご利用ください。

　後納制度は事前申込みが必要です。また、審査
の結果、後納制度をご利用いただけない場合があ
ります。

問　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516
　　市民課（市役所１階）　☎88 ｰ 8102

納め忘れが
ある方

免除などを
受けた方後納制度をご存知ですか？ 追納制度をご利用ください！

1ヵ月分の後納保険料を納めることにより
老齢基礎年金が増額される目安

※平成26年４月からの満額の年金額

772,800円※

480月（12月×40年）
＝　1,610円（年額）

ねんきんネットをご利用ください！

年
金年金受給額アップ・受給権取得のために年金受給額アップ・受給権取得のために
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公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ
の
早
期
接
続
の
お
願
い

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ
の
早
期
接
続
の
お
願
い

　

勝
山
市
で
は
、
公
共
下
水
道
お

よ
び
農
業
集
落
排
水
（
以
下
、
下

水
道
等
）
の
整
備
拡
大
を
図
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
本
管
が
整
備
さ
れ
て
い

る
地
区
で
、
ご
自
宅
の
水
洗
化
工

事
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
場
合

は
、
お
早
め
に
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
下
水
道
使
用
開
始
ま
で
の
流
れ

① 

接
続
工
事
業
者
の
選
定
（
勝
山

市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

店
か
ら
選
び
ま
す
）

② 

工
事
の
申
請
・
着
手
（
手
続
き

は
業
者
が
代
行
し
ま
す
）

③
工
事
完
了
後
、
市
の
検
査

◆
利
子
補
給
制
度

　

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
資
金
の

融
資
を
受
け
ら
れ
た
場
合
、
そ
の

融
資
に
か
か
る
利
子
の
一
部
を
利

子
補
給
と
し
て
交
付
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

問 　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
）　

☎
88
‐
８
１
０
９

区　名 水洗率 区　名 水洗率 区　名 水洗率

勝山地区 93.0% 荒土地区 75.7% 神谷地区 98.8%

元町１～３丁目 91.6% 松田 88.9% 栃神谷 100.0%
昭和町１・２・３丁目 96.0% 田名部 89.3% 薬師神谷 97.3%
旭町１・２丁目、旭毛屋町 95.3% 布市 73.2% 北野津又地区 98.0%

立川町１・２丁目 90.2% 清水島 63.2% 勝山西部地区 79.1%

本町１～４丁目 91.8% 北新在家 71.9% 西妙金島 50.7%
栄町１～５丁目 89.2% 別所 82.2% 檜曽谷 61.8%
沢町１・２丁目 91.2% 細野口　※ 40.5% 新町 91.6%
芳野町１・２丁目 94.2% 北宮地 77.4% 志比原 78.8%
猪野瀬地区 91.2% 堀名 63.6% 上森川 100.0%
猪野口 75.7% 伊波 74.9% 下森川 91.5%
若猪野 91.0% 妙金島 ー 東野 72.3%
北市、上高島、下高島 87.7% 新保 87.7% 上野 73.0%
下毛屋、毛屋町 92.0% 松ヶ崎 92.5% 中清水 86.5%
猪野 93.7% 鹿谷地区 71.8% 勝山東部地区 80.1%

片瀬 85.1% 保田 76.8% 赤尾 89.7%
片瀬町１・２丁目 97.7% 西光寺　※ 81.9% 笹尾 69.0%
平泉寺地区 39.1% 北西俣　※ 26.6% 大渡 76.6%
平泉寺　※ 27.1% 矢戸口　 ー 壁倉 100.0%
岡横江 97.7% 本郷 60.1% 岩ケ野 60.0%
村岡地区 92.7% 西遅羽口　※ 41.8% 大矢谷 79.2%
郡 100.0% 東遅羽口　※ 66.7% 神野 100.0%
五本寺 87.8% 杉俣 84.1% 経塚 30.0%
黒原 100.0% 志田 89.8% 上野 68.4%
暮見 92.4% 発坂 87.7% 下荒井 65.0%
寺尾 83.5% 保田出村 79.9% 伊知地・坂東島 48.9%

浄土寺 87.1% 遅羽地区 73.7% 伊知地　※ 54.5%
滝波町１～５丁目 90.5% 嵭崎 99.0% 坂東島　※ 42.4%
郡町１～３丁目 96.7% 大袋 85.7% 農業集落排水　合計 73.1%

長山町１・２丁目 92.0% 新道 92.4%
上芳野 100.0% 北山 72.7%
野向地区 71.0% 蓬生　※ 0.0%
竜谷 85.4% 中島 81.3%
竹林 ー 千代田 32.0%
聖丸 84.6% 比島 ー
深谷 17.7% 公共下水道　合計 88.0%

各地域別水洗化率（平成26年3月末）

• 水洗化率=下水道等に接続済の人
口／下水道等に接続できる人口
•「－」は未整備地区
• ※印の地区は、現在整備中また
は供用開始から3年未満のため、
水洗化率が低い
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市長となんでも語ろう会開催
■７月31日　市役所

　市長となんでも語ろう会が開かれ、「市民交流セン
ターの入浴施設」と、「平成27年度以降のバス交通
のあり方」の2テーマについて説明し、参加者から
活発なご意見ご質問をいただきました。

関学ワンゲル部とキャンプ
■８月７日～９日　東山いこいの森ほか

　「恐竜キッズ自然体験隊２０１４」が開催され、市
内外の小学生23名が、関西学院大学ワンゲル部の学
生とカヌー体験やキャンプで交流しました。

菊の新品種命名式
■８月18日　市役所

　JAテラル越前キク部会が開発した小ギクの新品種
を発表し、山岸市長が「奥

おくえつほたる
越蛍」と命名しました。

勝山城博物館と連携協定締結
■８月21日　勝山城博物館

　公益財団法人に移行した勝山城博物館と勝山市が
文化財展示などの活用について連携協定を結びまし
た。自治体と民間博物館の連携は県内初の試みです。

ゆめおーれ勝山に展示ケース寄贈
■９月１日　ゆめおーれ勝山

　市制施行60周年を記念し、東京奥越経済同友会か
らゆめおーれ勝山にガラス製展示用ケースが寄贈さ
れました。

奇
祭　

谷
の
は
や
し
込
み

■
８
月
15
日　

北
谷
町
谷
区

　

北
谷
町
谷
区
の
伝
統
を
復
活
さ
せ
た
、
谷
の
は
や
し
込
み

ま
つ
り
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
谷
教

会
か
ら
伊
良
神
社
ま
で
行
列
が
行
進
し
ま
し
た
。
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９
月
エ
コ
協
通
信

　

10
地
区
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活

動
の
取
り
組
み
を
順
番
に
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

第
８
回
は
平
泉
寺
地
区
で
す
。

　　

平
泉
寺
は
７
１
７
年
（
養
老
元
年
）
に

泰
澄
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

東
に
経
ヶ
岳
を
望
み
、
西
に
流
れ
る
女

神
川
と
、文
字
通
り
山
と
川
に
囲
ま
れ
た
、

山
紫
水
明
の
地
に
あ
り
日
本
の
道
百
選
、

歴
史
の
道
百
選
、
か
お
り
風
景
百
選
、
美

し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
百
選
な
ど
に
も

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
事
業
「
わ
が
ま
ち
げ

ん
き
発
掘
事
業
」
を
皮
切
り
に
平
泉
寺
町

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

神
社
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
内
各

地
に
点
在
し
て
い
る
名
所
旧
跡
の
標
柱
設

置
や
観
光
マ
ッ
プ
の
作
成
、
奥
州
藤
原
氏

か
ら
寄
進
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
黄
金

の
釣
鐘
探
し
探
検
隊
、
歴
史
漫
画
本
「
白

山
平
泉
寺
物
語
」
の
刊
行
、
女
神
川
で
の

水
中
す
べ
り
台
や
水
中
生
物
の
観
察
会
、

魚
の
つ
か
み
取
り
な
ど
の
白
山
平
泉
寺
女

神
ま
つ
り
、「
白
山
平
泉
寺
歴
史
探
遊
館

ま
ほ
ろ
ば
」
の
協
力
を
得
て
、
大
い
に
賑

わ
っ
た
白
山
平
泉
寺
参
道
燈
明
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

白
山
平
泉
寺
参
道
燈
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
ま
ほ
ろ
ば
か
ら
白
山
神
社
本
殿
ま

で
の
参
道
の
両
脇
に
、
廃
油
を
利
用
し
て

作
っ
た
燈
明
を
設
置
し
、
大
晦
日
か
ら
新

年
を
厳
か
な
雰
囲
気
で
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
雪
不
足
の
た
め
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
精
進
坂
で
手
作
り
の
竹

ス
キ
ー
で
遊
ぶ
親
雪
・
遊
雪
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動

を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
泉
寺
町
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
か
ら
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
平
泉
寺
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
☎
88
‐
０
８
６

６
）
ま
で
い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

悠
久
の
地
平
泉
寺
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

問　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会

事
務
局　

☎
87
‐
１
０
１
１

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

勝
山
市
の
中
心
市
街
地
や
国
道
に

沿
っ
て
坂
道
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
実

は
、
こ
れ
は
勝
山
盆
地
に
見
ら
れ
る
河

岸
段
丘
地
形
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま

す
。

　

勝
山
盆
地
に
見
ら
れ
る
河
岸
段
丘

は
、
九
頭
竜
川
や
支
流
の
滝
波
川
・
女

神
川
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
階
段
状
に
な
っ
た
地
形

で
平
坦
な
面
（
段
丘
面
）
と
急
な
崖
（
段

丘
崖
）
か
ら
な
り
、
河
川
の
は
た
ら
き

と
土
地
の
隆
起
が
繰
り
返
さ
れ
数
万
年

前
に
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

段
丘
面
は
、
早
い
時
期
か
ら
人
々
の

居
住
地
と
し
て
ま
た
田
畑
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
段
丘
崖
は
高
さ
約
５
〜
６
ｍ

の
崖
と
な
り
、
そ
の
斜
面
に
は
か
つ
て

は
桑
の
木
や
樹
木
が
帯
状
に
植
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
な
ご
り
が
、
岡
横
江

付
近
の
段
丘
崖
な
ど
に
み
ら
れ
ま
す
。

　

勝
山
の
中
心
市
街
地
は
、
九
頭
竜
川

に
沿
っ
て
２
〜
３
段
の
段
丘
面
上
に
発

達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
西
に
横
切

る
道
は
坂
道
と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の

坂
道
は
、
現
在
は
幅
広
く
直
線
的
で
傾

斜
は
緩
や
か

で
す
が
、
昔

は
道
幅
の
狭

い
折
れ
曲

が
っ
た
急
な

坂
道
で
あ
っ

た
よ
う
で

す
。
そ
の
坂

道
に
は
逸
話

と
と
も
に
名
前
が
付
け
ら
れ
、

お
た
ね
坂
・
石
坂
・
追
手
坂
・

神
明
坂
・
小
姥
母
坂
な
ど
の

坂
名
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
段
丘
崖
は
、「
七
里
壁
」

と
よ
ば
れ
平
泉
寺
町
大
渡
付
近
か
ら
下

流
方
向
へ
20
数
㎞
断
続
的
に
九
頭
竜
川

右
岸
で
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
「
七
里
壁
」

を
境
に
上
位
の
段
丘
面
に
は
城
や
武
家

屋
敷
が
、
下
位
の
段
丘
面
に
は
町
人
町

や
寺
院
が
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
そ
の
城
下
町
風
情
は
、
今
も
随

所
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

勝
山
の
中

心
市
街
地
で

は
、
道
路
の

拡
張
や
建
物

の
改
築
・
高

層
化
な
ど
で

段
丘
崖
の
存

在
が
薄
ら
い

で
い
ま
す
。

城
下
町
の
町

割
り
の
境
と
も
な
っ
た
「
七
里
壁
」
の

保
存
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
地
形
と

人
々
と
の
関
り
を
知
る
視
点
か
ら
重
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
街
地
に
残
る
「
七
里
壁
」
に
沿
っ

て
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
き
っ
と
新
し
い
発
見
が
あ
る
は
ず

で
す
。

問　

観
光
政
策
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

－ 第３回 － 第３回 －－　坂道のあるまち勝山　坂道のあるまち勝山

七里壁

岡横江付近の段丘崖
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司
法
書
士
法
律
相
談

土
地
家
屋
調
査
士

無
料
登
記
相
談
会

第
２
回

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
会

白
山
神
楽　

姫
神
演
奏
会

お
城
で
ゴ
ス
ペ
ル
Ⅱ

　

不
動
産
の
相
続
や
売
買
な
ど
登

記
に
関
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
借

金
に
関
す
る
こ
と
、
成
年
後
見
に

関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
訴
訟
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。
予
約
は

不
要
で
す
。

と　

き
▼
10
月
４
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
第
３
会
議
室

問　

福
井
県
司
法
書
士
会

☎
０
７
７
６
‐
30
‐
０
０
０
１

　

土
地
境
界
問
題
や
地
目
変
更
、

分
筆
登
記
、
建
物
の
新
築
、
取
り

壊
し
の
登
記
な
ど
に
つ
い
て
、
相

談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

と　

き
▼
10
月
４
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
第
３
会
議
室

問　

福
井
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

事
務
局

☎
０
７
７
６
‐
33
‐
２
７
７
０

　

当
日
参
加
も
可
能
で
す
。
体
験

会
以
降
も
教
室
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
10
月
５
日
㈰

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
ホ
ー
ル

参
加
費
▼
無
料

持 

ち
物
▼
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
履

き
慣
れ
た
シ
ュ
ー
ズ

申
・
問　

勝
山
公
民
館

☎
88
‐
０
８
０
０

　

静
寂
な
平
泉
寺
を
舞
台
に
安
ら

ぎ
の
音
楽
が
こ
だ
ま
す
る
演
奏
会

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
10
月
４
日
㈯午

後
４
時
〜

と
こ
ろ
▼
ま
ほ
ろ
ば
西
側

平
泉
寺
敷
地

出
演
者
▼
姫
神
／
星
吉
紀

入
場
料
▼
無
料
（
申
込
不
要
）

※ 

雨
天
時
は
館
内
で
演
奏
会
を
行

い
ま
す

問 　

史
蹟
整
備
課
（
教
育
会
館
２

階
）
☎
88
‐
８
１
１
３

と　

き
▼
10
月
５
日
㈰

　
　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
勝
山
城
博
物
館

２
階
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
▼

　

一
般　
　
　
　

１
３
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
０
０
０
円

※ 

チ
ケ
ッ
ト
に
は
入
館
料
お
よ
び

コ
ー
ヒ
ー
セ
ッ
ト
代
金
が
含
ま

れ
ま
す

申
・
問　

勝
山
城
博
物
館

☎
88
‐
６
２
０
０

宝くじの助成金で
コミュニティ活動の
備品を整備しました

【旭町1丁目区】
　区夏祭りの円滑な運営と区民同士の交流促進
を図るため、夏祭りおよび地区公民館のレクリ
エーション用の備品整備を行いました。

　

勝
山
を
さ
ら
に
良
く
し
て
い
く

た
め
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
「
市

長
へ
の
手
紙
」
に
し
て
、
ぜ
ひ
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
▼
手
紙
、
メ
ー
ル
な
ど

提
出
先
▼
秘
書
・
広
報
課

〒
９
１
１
‐
８
５
０
１

勝
山
市
元
町
１
丁
目
１
番
１
号

E-m
ail　

kouhou@
city.

katsuyam
a.lg.jp

注
意
事
項
▼

• 

必
ず
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

• 

地
域
の
ご
要
望
や
苦
情
な
ど

は
、
各
区
長
を
通
し
て
お
申
し

出
く
だ
さ
い

そ
の
他
▼

• 

記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
内

容
確
認
な
ど
の
目
的
以
外
に
は

利
用
し
ま
せ
ん

• 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
の
要

約
を
、
広
報
紙
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

問 　

秘
書
・
広
報
課
（
市
役
所
２

階
）　

☎
88
‐
１
１
１
４

９
月
は
市
民
提
案
月
間

「
市
長
へ
の
手
紙
」
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各種お知らせ

元
禄
時
代
勝
山
町
図
の

展
示
、
講
演
会

赤
と
ん
ぼ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
４

　

新
た
に
市
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
元
禄
時
代
勝
山
町
図
の
展

示
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
展
示

と　

き
▼
９
月
19
日
㈮
〜

10
月
18
日
㈯

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
ロ
ビ
ー

展
示
物
▼
元
禄
時
代
勝
山
町
図

　
　
　
　

勝
山
城
下
侍
屋
敷
割
図

◆
講
演
会

と　

き
▼
９
月
20
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
第
１
研
修
室

テ 

ー
マ
▼「
元
禄
時
代
勝
山
町
図
」

を
語
る

講 　

師
▼
山
田　

雄
造
氏
（
勝
山

市
史
編
纂
室
）、
吉
田　

純
一

氏
（
福
井
工
業
大
学
教
授
）

※
申
込
不
要
、
聴
講
無
料

問 　

史
蹟
整
備
課
（
教
育
会
館
２

階
）
☎
88
‐
８
１
１
３

　

平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
赤
と
ん
ぼ
と
共
に
生
き
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
今
年
は
、
市
内

す
べ
て
の
小
学
校
が
「
赤
と
ん
ぼ

調
査
隊
」
と
し
て
調
査
活
動
に
取

り
組
む
な
ど
、
様
々
な
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。

　

赤
と
ん
ぼ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

そ
の
よ
う
な
活
動
成
果
の
発
表
に

加
え
、
左
記
の
講
演
や
保
育
園
児

に
よ
る
赤
と
ん
ぼ
の
歌
の
披
露
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

と　

き
▼
９
月
27
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か多

目
的
ホ
ー
ル

講 　

演
▼
「
い
ま
勝
山
で
何
が
？

２
０
１
２
年
赤
と
ん
ぼ
調
査
隊

に
関
す
る
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
考
え
た
こ
と
」

講　

師
▼
上
田　

哲
行
氏

（
石
川
県
立
大
学
教
授
）

※ 

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
、
平
成
26
年

度
勝
山
市
エ
コ
環
境
都
市
推
進

活
動
表
彰
式
を
行
い
ま
す

問 　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

日本エコミュージアム研究会　全国大会 in 勝山
参加者募集のご案内

　勝山市エコミュージアム協議会が15年間取
り組んできた成果を発表します。どなたでも参
加できますので、ぜひお申し込みください。

と　き▶10月11日㈯、12日㈰
ところ▶教育会館・市民会館ほか

11日㈯ 正午～
　・受付
　・フィールドワーク　市内５コース
　・参加者との交流会、アトラクション
　　（谷のはやし込み行列、勝山左義長ばやし）
12日㈰ 午前８時30分～　
　・アトラクション（片瀬銭太鼓）
　・勝山市エコミュージアム推進15周年式典
　・シンポジウム
　　「これからのエコミュージアム」について
　　パネリスト
　　　椎名　誠氏（かつやま左義長大使）
　　　吉兼　秀夫氏

(日本エコミュージアム研究会会長)
　　　安藤　竜二氏

（山形県朝日町エコミュージアム）
　　　山岸　正裕氏（勝山市長）
　　司会進行　
　　　飴田　彩子氏（FM福井パーソナリティ）
　※予定は変更する場合があります

申込方法
　未来創造課（市役所２階）、各公民館、勝
山市エコミュージアム協議会（市民交流セン
ター内）で参加申込書を配布しています。詳
しくは下記までお問い合わせください。
　また、市のホームページから参加申込書、
スケジュールをダウンロードできます。
申込締切　９月20日（土）

申・問　勝山市エコミュージアム協議会
  ☎  87 ｰ 1011
FAX 87 ｰ 1022
E-Mail　shiminkatsu@gmail.com

スケジュール

勝山城博物館・勝山市連携
第1回共催展
勝山市制60周年記念

幕末・維新幕末・維新
かつやまの人づくりかつやまの人づくり
― 教育と産業の歩み ―

勝山城博物館にて
12月7日㈰まで開催中
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斎
藤
氏
之
碑

　

碑
は
鈴
木
定
七
の
碑
な
ど
と
と
も
に
神
明
神

社
の
境
内
、
本
町
側
か
ら
鳥
居
を
く
ぐ
り
石
階

段
を
登
る
途
中
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
斎
藤
氏

と
あ
る
こ
の
人
物
は
十
代
斎
藤
治
兵
衛
を
指

す
。
碑
文
は
読
み
づ
ら
く
一
部
判
読
困
難
な
文

字
も
あ
る
。
そ
の
傍
ら
に
消
防
組
一
部
か
ら
四

部
の
隊
員
名
を
記
し
た
別
碑
も
立
つ
。

　

治
兵
衛
は
幼
名
を
治
三
郎
と
い
い
、
天
保
13

年
（
１
８
４
２
）
小
林
平
三
郎
家
の
三
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
小
林
家
は
屋
号
を
美
濃
屋
と
称
し
、

斎
藤
家
と
並
ん
で
勝
山
町
の
二
大
呉
服
屋
と
称

さ
れ
た
家
で
あ
る
。
兄
弟
の
う
ち
長
男
は
後
に

松
屋
十
二
代
と
な
る
松
村
由
兵
衛
、
六
男
は
同

じ
く
松
屋
十
三
代
由
兵
衛
で
あ
る
。
な
お
美
濃

屋
は
次
男
が
継
ぎ
七
代
平
三
郎
を
名
乗
っ
た
。

　

治
三
郎
は
９
代
斎
藤
治
兵
衛
（
遊ゆ
う

絲し

）
の
養

子
と
な
り
斎
藤
家
を
継
い
だ
。
斎
藤
家
は
藩
政

時
代
か
ら
代
々
勝
山
町
の
年
寄
を
勤
め
る
名
家

で
も
あ
り
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
消
防
組

の
頭
も
勤
め
た
。

　

遊
絲
は
十
二
代
松
村
由
兵
衛
・
七
代
小
林
平

三
郎
ら
と
と
も
に
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）、

旧
城
内
三
ノ
丸
に
勝
山
製
糸
会
社
を
設
立
、
勝

山
製
糸
業
の
発
展
に
功
績
を
残
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。

　

治
兵
衛
は
養
父
の
遺
志
を
継
ぎ
、
製
糸
を
中

心
と
し
た
殖
産
興
業
に
尽
力
し
、
町
の
経
済
的

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
大
で
あ
っ
た
。
な
か
で

も
治
兵
衛
の
功
績
の
最
た
る
も
の
は
町
政
の
進

展
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
明
治
21
年
に
町
村
制
が

施
行
さ
れ
て
以
後
、
一
貫
し
て
町
会
議
員
を
勤

め
、
同
34
年
に
は
町
長
に
就
任
し
た
。
36
年
再

任
さ
れ
て
以
後
は
45
年
ま
で
同
職
に
あ
り
、
通

算
12
年
に
わ
た
り
町
長
と
し
て
勝
山
町
の
発
展

に
心
血
を
注
い
だ
。

　

在
職
中
に
卒
去
し
町
会
は
そ
の
功
績
を
認
め

町
葬
の
礼
を
以
っ
て
多
年
の
功
労
を
謝
し
た
。

碑
は
消
防
組
が
中
心
に
な
り
建
立
さ
れ
た
。
発

起
人
と
し
て
消
防
組
小
頭
10
人
と
、
組
員
１
５

９
人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
碑
文
中
に
は
明
治

27
年
、
福
井
県
警
察
部
長
か
ら
勝
山
消
防
組
頭

に
任
命
さ
れ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
碑
は

治
兵
衛
が
生
存
中
に
建
て
ら
れ
、
碑
文
は
小
笠

原
長
守
公
の
三
男
柳
生
俊
久
が
、
書
は
長
守
公

の
御
側
を
つ
と
め
文
筆
の
名
人
と
い
わ
れ
た
関

明
信
の
手
に
な
る
。

　

市
制
60
周
年
記
念
と
し
て
「
幕
末
・
維
新

か
つ
や
ま
の
人
づ
く
り
ー
教
育
と
産
業
の
歩

み
ー
」
が
勝
山
城
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
治
兵
衛
以
下
の
人
物
も
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「戦争するって
どんなこと？」

～中学生の質問箱～

「目でみる
単位の図鑑」

「図鑑大好き！」
～あなたの散歩を10倍楽

しくする図鑑の話，自分だ
けの図鑑を見つけよう！～

Ｃ．ダグラス・ラミス／著
平凡社

丸山　一彦／監修
東京書籍

千葉県立中央博物館／監修
彩流社

軍隊は国や人々を守れるの? それともか
えって危険な存在? 日本はどんな戦争をす
ることになるの? 戦争をすること、しないこ
とについて元米国海兵隊員の著者と考え
る。沖縄戦を生き延びた元県知事のインタ
ビューも収録。

１ｍ、１ｋｇの物というと何を思い浮かべます
か？明るさをあらわす単位「ルクス」「カン
デラ」はどうでしょう？誰もが知っている単
位や、あまりなじみのない単位をとりあげ、
それらがどんな単位なのかを目で見て分かる
ように、写真やイラストで紹介します。

自然観察に欠かせない「図鑑」を徹底分
析。日本で刊行された図鑑の歴史や作り
方・工夫などをたどり、散歩を楽しくする
図鑑をナビする。やくみつる、柳生真吾、
さかなクンらの愛蔵「図鑑」とその楽し
み方も紹介。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成26年8月末 前年比

総件数 324件 －9件

人身事故
（うち高齢者）

30件
（5）

－4件
（－4）

死　者
（うち高齢者）

1人
（1）

0人
（0）

傷　者 35人 －1人

物損事故 294件 －5件

９月の納税

7月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 8月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,927人 3 －13 －10 9 －24 －15 11,902人 －25人
女 13,075人 3 －20 －17 8 －33 －25 13,033人 －42人
合　計 25,002人 6 －33 －27 17 －57 －40 24,935人 －67人
世帯数 8,086世帯 8,082世帯 －4世帯

人口の動き

国民健康保険税▶第2期
納期限▶9月30日㈫　　口座振替▶9月26日㈮

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪16
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勝山市安全安心推進審議会

勝山警察署

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
で
、

安
全
第
一
！

「
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

が
９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

【
運
動
の
重
点
】

①
子
供
・
高
齢
者
の
事
故
防
止

　

子
供
や
高
齢
者
を
見
た
ら
道

を
譲
り
ま
し
ょ
う
。

②
夕
暮
れ
、
夜
間
の
歩
行
者
・

自
転
車
の
事
故
防
止

　

歩
行
者
や
自
転
車
も
反
射
材

や
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③ 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
「
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
許
さ
な
い
。」

⑤ 

交
通
安
全
新
３
Ｓ
運
動の

推
進

　

高
齢
者
の
保
護
・
規
制
速

度
の
遵
守
・
交
差
点
で
の
安

全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

※ 

３
Ｓ
：
シ
ル
バ
ー
･
ス

ロ
ー
･
シ
ー

　

こ
の
機
会
に
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
、
ご
家
族
や
お
友

達
と
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

リ
ュ
ウ
ピ
ー
君
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

や
け
ど
は
、
０
〜
４
歳
に
よ

く
経
験
さ
れ
る
不
慮
の
事
故
で

す
。
最
も
起
こ
り
や
す
い
や
け

ど
は
熱
湯
に
よ
る
も
の
で
す
。

特
に
ポ
ッ
ト
に
関
す
る
や
け
ど

は
大
変
多
い
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

■ 

し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
も
大

丈
夫
な
場
合

• 

赤
い
だ
け
で
水
ぶ
く
れ
が
で

き
て
お
ら
ず
、
痛
み
が
軽
い

• 

や
け
ど
の
面
積
が
小
さ
い

（
子
ど
も
の
手
の
ひ
ら
以
下
）

■
早
め
に
救
急
外
来
を

受
診
し
た
方
が
よ
い
場
合

• 

大
人
の
手
の
ひ
ら
よ
り
広
い

範
囲
の
や
け
ど

• 

顔
、
関
節
、
陰
部
の
や
け
ど

• 

水
ぶ
く
れ
や
、
や
け
ど
部
分

が
白
ま
た
は
黒
く
な
っ
て
い

る
■
家
庭
で
で
き
る
こ
と

• 

た
め
た
水
道
水
で
10
〜
20
分

程
度
し
っ
か
り
と
冷
や
す

• 

水
ぶ
く
れ
は
破
ら
な
い

• 

民
間
療
法
（
ア
ロ
エ
を
塗
る

な
ど
）
は
行
わ
な
い

• 

服
の
上
か
ら
や
け
ど
を
し
た
時

は
、
服
を
脱
が
さ
ず
冷
や
す

■
注
意
す
る
こ
と

• 

熱
を
出
す
家
電
製
品
は
子
ど

も
の
手
の
届
か
な
い
場
所
に

置
く

• 
使
用
後
の
ア
イ
ロ
ン
や
電
気

鍋
な
ど
を
子
ど
も
の
手
が
触

れ
な
い
よ
う
に
す
る

• 

浴
室
の
扉
は
閉
め
て
お
き
、
浴

槽
に
熱
い
お
湯
は
た
め
な
い

• 

電
気
あ
ん
か
、
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
な
ど
は
長
時
間
同
じ
部

位
に
当
て
な
い

※ 

や
け
ど
は
外
科
的
症
状
の
た

め
、
福
井
県
こ
ど
も
急
患
セ

ン
タ
ー
で
は
対
応
で
き
な
い

の
で
、
地
域
の
救
急
病
院
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

や
け
ど
編

「
子
ど
も
の
急
病
時
の
対
応
」

「
子
ど
も
の
急
病
時
の
対
応
」

2
0
1
3
年
開
催

　
「
住
み
ま
す
芸
人
ネ
タ
バ
ト
ル
」
優
勝

クク
レレ
ヨヨ
ンン
がが
勝勝
山山
にに

やや
っっ
てて
くく
るる
！！！！

　

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
い
よ
い
よ

後
半
に
入
り
ま
し
た
。
お
腹
の
底

か
ら
笑
っ
て
ス
ト
レ
ス
解
消
！ 

お
ま
け
に
ポ
イ
ン
ト
も
ゲ
ッ
ト
で

一
石
二
鳥
！！

　

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
参
加
し
て

い
な
い
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
御
家

族
や
お
友
達
を
誘
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

と　

き
▼
９
月
21
日
㈰

午
後
５
時
〜
６
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か多

目
的
ホ
ー
ル

内　

容
▼

　

前
半　

ク
レ
ヨ
ン
に
よ
る
漫
才

　

後
半　

約
３
ｋ
ｍ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
費
▼
無
料
（
申
込
不
要
）

持
ち
物
▼
タ
オ
ル
、
お
茶
や
水

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

　

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　

10
ポ
イ
ン
ト
事
業

福井県に住みます芸人


